
 

 

 
 
 
 
 

第
28
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞 

 

  

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
に
関
す
る
優
れ
た
本
を
著
し
た
研
究
者
、
実
践
者
に

贈
る
第
２８
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞
は
選
考
の
結
果
、
特
別
賞
４
点
が
決
ま
っ
た
。
大
賞
の
該
当
作
は
な
か

っ
た
。
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
「
福
祉
の
ア
ジ
ア
」
は
、
上
村
泰
裕
氏
が
経
済
的
に
相
互
依
存
が
深
ま
る
ア

ジ
ア
各
国
の
社
会
保
障
制
度
の
実
態
を
比
較
研
究
し
、
地
域
全
体
の
福
祉
拡
充
に
向
け
た
各
国
の
政
策
能

力
向
上
の
可
能
性
に
つ
い
て
提
言
し
た
。「
現
代
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
と
不
可
触
民
」
は
、
鈴
木
真
弥
氏
が

イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
制
に
つ
い
て
、
精
力
的
な
現
地
調
査
を
も
と
に
「
不
可
触
民
」
と
言
わ
れ
る
人
々
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
展
望
を
示
し
た
。
ま
た
堀
田
江
理
氏
の
「
１
９
４
１ 

決
意
な
き
開
戦
」

は
、
真
珠
湾
攻
撃
に
至
る
日
本
国
内
の
政
治
、
軍
部
の
動
き
を
立
体
的
に
検
証
し
、
敗
戦
の
可
能
性
を
強

く
認
識
し
つ
つ
開
戦
へ
と
突
き
進
ん
だ
当
時
の
指
導
部
の
無
責
任
さ
を
鋭
く
指
摘
し
た
。 

 

「
中
国
経
済
学
入
門
」
は
、
中
国
経
済
の
独
自
性
を
「
曖
昧
な
制
度
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
切
り
、

豊
富
な
実
例
研
究
を
基
に
中
国
型
資
本
主
義
の
特
殊
性
の
行
方
を
論
じ
た
意
欲
作
。
加
藤
弘
之
氏
は
選
考

中
の
今
年
８
月
に
死
去
し
た
。
４
冊
は
昨
年
７
月
初
め
か
ら
１
年
間
に
日
本
語
で
出
版
さ
れ
た
応
募
作
品

８
４
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
。
表
彰
式
は
９
日
午
後
５
時
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
、
パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル

９
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ラ
ス
カ
」
で
行
わ
れ
た
。
な
お
、
今
回
か
ら
受
賞
し
た
著
作
の
出
版
社
に
記
念
の

盾
が
贈
ら
れ
た
。 

◇
大
賞 

 

記
念
の
盾
と
賞
金
２
０
０
万
円 

副
賞 

Ａ
Ｎ
Ａ
国
際
航
空
券 

 
 
 

該
当
作
な
し 

◇
特
別
賞 

記
念
の
盾
と
賞
金
各
３
０
万
円 

★
「
福
祉
の
ア
ジ
ア 

国
際
比
較
か
ら
政
策
構
想
へ
」（
名
古
屋
大
学
出
版
会
） 

 

上
村
泰
裕
（
か
み
む
ら
・
や
す
ひ
ろ
）
氏 

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
准
教
授 

 

★
「
現
代
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
と
不
可
触
民 

都
市
下
層
民
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」（
慶
応
義
塾
大
学
出
版

会
） 

 

鈴
木
真
弥
（
す
ず
き
・
ま
や
）
氏 

人
間
文
化
研
究
機
構
総
合
人
間
文
化
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
員 

 

★
「
１
９
４
１ 

決
意
な
き
開
戦 

現
代
日
本
の
起
源
」（
人
文
書
院
） 

 

堀
田
江
理
（
ほ
っ
た
・
え
り
）
氏 

元
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー 

 

★
「
中
国
経
済
学
入
門
」（
名
古
屋
大
学
出
版
会
） 

 

加
藤
弘
之
（
か
と
う
・
ひ
ろ
ゆ
き
）
氏 

神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授 
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◇
選
考
委
員
（
敬
称
略
） 

 

五
百
旗
頭
真 
ア
ジ
ア
調
査
会
長
＝
選
考
委
員
長 

 

田
中
明
彦 

 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授 

 

白
石
隆 

 
 

政
策
研
究
大
学
院
大
学
学
長 

 

高
原
明
生 

 

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授 

 

小
松
浩 

 
 

毎
日
新
聞
社
主
筆 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

主
催 

 
 

毎
日
新
聞
社
、（
社
）
ア
ジ
ア
調
査
会 

 

後
援 

 
 

外
務
省
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省 

 

特
別
協
賛 

ス
ル
ガ
銀
行 

 

協
賛 

 
 

日
本
生
命
、
三
菱
商
事 

 

協
力 

 
 

全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

特
別
賞 

「
福
祉
の
ア
ジ
ア 

国
際
比
較
か
ら
政
策
構
想
へ
」 

 

上
村
泰
裕
氏 

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
准
教
授
） 

 

◇
か
み
む
ら
・
や
す
ひ
ろ 

 

１
９
７
２
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
９５
年
東
京
大
学
文
学
部
卒
。
２
０
０
１
年
同
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究

科
博
士
課
程
満
期
退
学
。
法
政
大
准
教
授
を
経
て
現
職
。「
若
者
問
題
と
教
育
・
雇
用
・
社
会
保
障
―
―
東

ア
ジ
ア
と
周
縁
か
ら
考
え
る
」（
樋
口
明
彦
・
平
塚
眞
樹
と
共
編
、
法
政
大
学
出
版
局
）
な
ど
。 

 
 

 

 
 



 

 

◇
福
祉
国
家
の
特
徴
、
浮
き
彫
り 

 
 

東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
は
こ
れ
か
ら
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
。
日
本
で
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占

め
る
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の
比
率
）
が
１４
％
を
超
え
た
の
は
２０
年
以
上
前
、
１
９
９
４
年
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
も
急
速
に
日
本
に
追
い
つ
い
て
く
る
。
韓
国
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
高
齢
化
率
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
１４
％
に
達
す
る
。
タ
イ
、
中
国
は
２０
年
代
半
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
も
３０
年
代
半
ば
に
は
高
齢
化
率
１４
％
を
超
え
る
。
年
金
、
医
療
、
失
業
保
険
な
ど
の
社
会
保
障

の
整
備
・
拡
充
は
焦
眉
の
政
策
課
題
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
で
は
、
つ
い
先
ご
ろ
ま
で
社
会
保
障
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
は
低
い
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
近
年
、
急
速
に
拡
充
さ
れ
た
国
も
あ
れ
ば
、
な
お
低
い
水
準
に
と
ど
ま
る

国
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
先
を
見
渡
せ
ば
、
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
す
で
に
先
進
国
と

な
っ
て
い
る
が
、
タ
イ
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
は
、
１
人
当
た
り
国
民
所
得
が
先
進
国
の
水
準
に
達
す

る
ま
え
に
、
高
齢
化
社
会
に
入
っ
て
い
く
可
能
性
が
大
き
い
。 

 

で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
福
祉
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
世
界
的
に
見
て
、
東
ア
ジ
ア
の
福
祉
に

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。
東
ア
ジ
ア
の
国
々
の
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
多
様
性
を
ど
う
理
解
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
東
ア
ジ
ア
の
福
祉
を
拡
充
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
政
策
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。 

 

本
書
は
こ
う
し
た
き
わ
め
て
重
要
な
、
ま
た
、
優
れ
て
実
践
的
な
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
、
知

的
構
え
の
大
き
い
好
著
で
あ
る
。
た
だ
し
、
対
象
と
す
る
問
題
が
大
き
い
だ
け
に
、
内
容
的
に
は
か
な
り

む
ら
が
あ
る
。
国
際
比
較
・
地
域
比
較
の
観
点
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
福
祉
を
分
析
し
た
章
は
す
ば
ら
し
い
。

そ
こ
で
は
、
経
済
水
準
と
不
平
等
、
高
齢
化
と
社
会
保
障
支
出
、
年
金
、
医
療
、
失
業
保
険
な
ど
か
ら
見

た
福
祉
国
家
化
の
水
準
な
ど
の
分
析
に
よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
福
祉
国
家
の
特
徴
と
多
様
性
が
見

事
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
台
湾
の
事
例
の
分
析
は
「
深
掘
り
」
と
い
う
に
は
不
十
分
で
、

も
う
一
つ
事
例
が
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
本
書
の
最
大
の
強
み
は
、
東
ア

ジ
ア
の
国
々
が
直
面
す
る
政
策
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
そ
の
現
状
を
国
際
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
し
た
こ
と
に
あ
る
。【
評
・
白
石
隆
】 

  

◇
社
会
保
障
、
国
際
的
に
論
じ
て 

 

  

ア
ジ
ア
と
い
え
ば
、「
経
済
の
ア
ジ
ア
」
や
「
安
全
保
障
の
ア
ジ
ア
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
欧
州
で
は
「
社
会
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
概
念
が
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
私
は

「
福
祉
の
ア
ジ
ア
」
を
掲
げ
る
こ
と
が
今
後
の
日
本
の
東
ア
ジ
ア
政
策
の
基
本
に
な
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
拙
著
は
そ
う
し
た
主
張
を
内
包
し
つ
つ
、
東
ア
ジ
ア
の
福
祉
の
歴
史
と
現
在
を
国
際
比
較
の
方

法
で
描
き
出
し
た
も
の
で
す
。 

 

１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際
機
関
が
議
論
に
加
わ



 

 

っ
た
結
果
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
福
祉
を
議
論
す
る
土
台
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
際
機
関
か
ら
出
さ

れ
た
処
方
箋
は
非
常
に
画
一
的
な
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
国
際
比
較
研
究
に
基
づ
い
て
、
各
国
の
実
情

を
踏
ま
え
た
政
策
論
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
。 

 

東
ア
ジ
ア
の
中
で
も
韓
国
や
台
湾
で
は
、
８０
年
代
後
半
の
民
主
化
に
よ
っ
て
福
祉
拡
充
が
始
ま
り
ま
し

た
。
国
内
政
治
の
状
況
や
そ
れ
に
応
じ
た
社
会
保
障
制
度
の
整
備
状
況
は
国
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
経
済
危
機
で
地
域
全
体
の
福
祉
の
脆
弱
さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
政
治
や
経
済
の
条
件
の

違
い
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
全
体
と
し
て
福
祉
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
が
課
題
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

拙
著
に
は
、
各
国
の
違
い
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
と
い
う
分
析
の
部
分
と
、
違
い
を
踏
ま
え
た
う
え
で
ど

う
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
主
張
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
問
題
と
い
う
と
経
済
連
携
や
安
全
保
障
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
、
せ
い
ぜ

い
環
境
問
題
が
議
論
さ
れ
る
程
度
で
す
が
、
も
っ
と
失
業
や
福
祉
に
つ
い
て
論
じ
る
べ
き
で
す
。
各
国
の

失
業
問
題
は
、
二
酸
化
炭
素
や
微
小
粒
子
状
物
質
「
Ｐ
Ｍ
２
・
５
」
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
、
隣
国
や
地

域
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
か
ら
。（
談
・
上
村
泰
裕
氏
） 

 

特
別
賞 

「
現
代
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
と
不
可
触
民 

都
市
下
層
民
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」 

鈴
木
真
弥
氏
（
人
間
文
化
研
究
機
構
総
合
人
間
文
化
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
員
／
東
京
外

国
語
大
学
特
定
研
究
員
） 

 ◇
す
ず
き
・
ま
や 

 

１
９
７
６
年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
南
西
ア
ジ
ア
課
程
卒
。
イ
ン
ド
・
ネ

ル
ー
大
学
留
学
。
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
よ
り
博
士
号
（
社
会
学
）
取
得
。
著
書
に
「
現

代
イ
ン
ド
５ 

周
縁
か
ら
の
声
」
（
第
１
章
「
現
代
ダ
リ
ト
運
動
の
射
程
」）
＝
東
京
大
学
出
版
会
、
共
著

＝
な
ど
。 

 
 

 

 



 

 

 

◇
清
掃
カ
ー
ス
ト
、
詳
細
に
分
析 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

現
代
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
ほ
ど
外
部
の
人
間
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く
い
も
の
は
な
い
。
民
主
主
義
が
確

立
し
憲
法
上
人
権
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
で
あ
る
が
、
カ
ー
ス
ト
は
厳
然
と
し

て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
と
な
る
と
イ
ン
ド
を
数
回
訪
問
し
た
程
度
で
は
な
か
な

か
わ
か
ら
な
い
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
重
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
ド
人
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
研
究
者
に
よ
る

研
究
蓄
積
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
広
義
の
カ
ー
ス
ト
の
な
か
で
も
最
下
層
に
属
す
る
と
言
わ
れ
る
「
清

掃
カ
ー
ス
ト
」
に
つ
い
て
の
本
格
的
研
究
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
人
研
究
者
は
比
較

的
上
位
の
カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
こ
と
が
多
く
、
清
掃
カ
ー
ス
ト
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
自
身
が
忌
避
さ

れ
る
場
合
が
多
い
の
だ
と
い
う
。 

 

そ
の
中
で
、
本
書
は
、
不
浄
と
さ
れ
る
仕
事
に
従
事
す
る
清
掃
カ
ー
ス
ト
「
バ
ー
ル
ミ
ー
キ
」
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
飛
び
込
み
、
長
期
に
わ
た
る
参
与
観
察
を
し
、
そ
の
結
果
を
社
会
経
済
的
な
分
析
と
カ
ー

ス
ト
に
関
す
る
思
想
と
政
策
の
歴
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
き
わ
め
て
包
括
的
な
研
究
で
あ
る
。
全
般
的

に
い
え
ば
、
カ
ー
ス
ト
内
婚
率
は
高
く
清
掃
業
従
事
者
は
多
い
し
差
別
の
現
実
は
継
続
し
て
い
る
が
、
男

性
が
清
掃
業
か
ら
離
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
や
、
高
学
歴
の
弁
護
士
や
経
営
者
も
い
る
こ
と
な
ど
を
本
書

は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

そ
の
意
味
で
「
自
由
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
人
び
と
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
び
と
の
子
弟
の
な

か
に
は
、
か
な
り
の
年
齢
に
な
る
ま
で
自
ら
が
「
清
掃
カ
ー
ス
ト
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
あ

る
段
階
で
そ
の
事
実
を
知
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
直
面
し
葛
藤
に
苦
し
む
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。「
身
分

か
く
し
」
で
い
く
か
「
抵
抗
運
動
」
を
す
る
か
と
い
う
、
被
差
別
民
に
あ
る
種
普
遍
的
に
存
在
す
る
難
問

が
今
で
も
続
い
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
加
え
、
ガ
ン
ジ
ー
と
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
カ
ー
ス
ト
に
関
す
る
思

想
の
対
立
な
ど
も
適
切
に
解
説
さ
れ
て
お
り
、
社
会
経
済
的
分
析
と
相
ま
っ
て
、
本
書
は
現
代
イ
ン
ド
の

カ
ー
ス
ト
に
関
す
る
良
質
の
入
門
書
と
も
な
っ
て
い
る
。【
評
・
田
中
明
彦
】 

 
 

◇
少
数
者
差
別
考
え
る
契
機
に 

 
 

「
自
由
・
平
等
・
民
主
主
義
」
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
独
立
後
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
カ
ー
ス
ト
や
不

可
触
民
差
別
と
い
う
イ
ン
ド
社
会
を
特
徴
づ
け
て
き
た
問
題
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
の
か
、
と
い

う
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
た
の
が
本
書
で
す
。
今
回
の
受
賞
を
契
機
に
イ
ン
ド
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
問
題
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

こ
の
本
で
焦
点
を
当
て
て
い
る
清
掃
カ
ー
ス
ト
は
、「
イ
ン
ド
の
公
衆
衛
生
」
を
テ
ー
マ
に
卒
論
を
書
い

た
時
、
そ
の
労
働
環
境
の
す
さ
ま
じ
さ
に
衝
撃
を
受
け
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
下
水
処
理
が



 

 

十
分
行
き
届
い
て
い
な
く
、
ト
イ
レ
の
現
場
に
携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
不
可
触
民
の
中
の
一
つ
の

カ
ー
ス
ト
集
団
で
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
全
体
で
社
会
的
に
蔑
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ン
ド
憲
法
で
は
カ
ー
ス
ト
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。「
宗

教
、
人
種
、
カ
ー
ス
ト
、
性
別
ま
た
は
出
生
地
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
」
に
関
す
る
条
項
が
あ
り
、

こ
の
中
に
カ
ー
ス
ト
が
出
て
き
ま
す
。
差
別
を
な
く
す
た
め
に
努
力
は
し
て
い
る
け
れ
ど
、
カ
ー
ス
ト
的

文
化
、
カ
ー
ス
ト
的
慣
習
が
残
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
最
近
は
デ
モ
な
ど
で
は
な
く
、
差
別
を
訴
訟

で
解
決
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
い
ま
す
。 

 

人
々
の
声
と
行
動
か
ら
、
カ
ー
ス
ト
出
自
に
よ
る
生
き
づ
ら
さ
や
葛
藤
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し

た
が
、
大
都
市
デ
リ
ー
で
の
現
地
調
査
は
、
自
分
が
女
性
と
い
う
こ
と
も
あ
り
難
し
か
っ
た
で
す
。
モ
ザ

イ
ク
状
に
住
ん
で
い
て
「
あ
な
た
は
ど
の
カ
ー
ス
ト
で
す
か
」
と
は
聞
け
な
い
。
治
安
が
良
く
な
い
の
で

夜
は
出
歩
け
な
い
。
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
私
が
日
本
人
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
日
本
に
対
し
て
は
戦
後
発
展

し
た
国
と
し
て
印
象
が
良
い
か
ら
で
す
。 

 

今
後
は
、
デ
リ
ー
以
外
の
地
域
、
農
村
部
や
国
外
に
移
住
し
た
不
可
触
民
の
運
動
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
談
・
鈴
木
真
弥
氏
） 

 

 

特
別
賞 

「
１
９
４
１ 

決
意
な
き
開
戦 

現
代
日
本
の
起
源
」 

堀
田
江
理
氏 

（ 

元
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
） 

 

◇
ほ
っ
た
・
え
り 

 

１
９
７
１
年
東
京
生
ま
れ
。
９４
年
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
歴
史
学
部
卒
。
２
０
０
３
年
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
で
博
士
号
取
得
。
同
大
、
バ
ー
ド
大
学
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
立
ヘ
ブ
ラ
イ

大
学
な
ど
で
教
職
。
著
書
に
「
Ｐ
ａ
ｎ
ー
Ａ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ
ｍ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ’

ｓ 

Ｗ
ａ
ｒ
１

９
３
１―

１
９
４
５
（
Ｐ
ａ
ｌ
ｇ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ 

Ｍ
ａ
ｃ
ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｎ
，
２
０
０
７
）」
な
ど
。 

 
 

 

 



 

 

◇
戦
争
選
ん
だ
人
間
劇
を
活
写 

 
 

本
書
は
ま
れ
に
見
る
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
書
で
あ
る
。
読
者
は
魅
力
的
な
叙
述
に
引
き
込
ま
れ
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
を
読
む
よ
う
な
面
白
さ
で
、
対
米
戦
争
に
は
ま
る
日
本
を
追
体
験
で
き
よ
う
。 

 

酔
っ
払
っ
た
路
上
の
壮
漢
が
思
わ
ず
手
を
出
す
の
と
は
異
な
り
、
日
本
政
府
は
公
的
な
会
議
で
数
限
り

な
く
討
議
を
重
ね
、
し
か
も
米
国
の
軍
需
生
産
力
が
日
本
の
２０
倍
以
上
あ
り
、
最
終
的
に
勝
て
な
い
こ
と

を
ほ
ぼ
認
識
し
な
が
ら
開
戦
を
決
定
し
た
。
緒
戦
の
一
撃
は
と
も
か
く
、
大
局
的
展
望
の
立
た
な
い
中
で

確
信
を
欠
い
た
ま
ま
、
な
ぜ
重
大
決
定
に
至
っ
た
の
か
。 

 

天
皇
に
対
米
戦
争
反
対
の
意
向
が
あ
り
、
東
郷
茂
徳
外
相
や
賀
屋
興
宣
蔵
相
の
合
理
的
な
反
論
も
あ
っ

た
。
だ
が
国
内
に
は
対
外
屈
従
と
妥
協
を
悪
と
し
、
戦
争
を
美
と
す
る
気
分
が
１
９
３
０
年
代
に
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
た
。
中
国
か
ら
の
撤
兵
を
峻
拒
す
る
陸
軍
の
組
織
意
志
が
中
堅
幕
僚
に
体
現
さ
れ
、
ふ
ら
つ

き
や
す
い
軍
幹
部
を
掣
肘
し
た
。
政
治
の
頂
点
に
立
ち
な
が
ら
、
決
定
的
瞬
間
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ず

沈
黙
し
て
機
会
を
失
う
近
衛
文
麿
、
逆
に
無
為
惰
弱
と
不
決
断
を
嫌
い
、
大
局
を
失
う
政
府
内
決
定
を
あ

え
て
す
る
東
条
英
機
ら
の
心
事
が
描
き
出
さ
れ
る
。 

 

著
者
は
そ
れ
ら
を
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
勝
て
な
い
側
の
日
本
が
戦
争
回
避
に
全
力
を
注

が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
の
立
場
を
堅
持
す
る
。 

 

手
堅
い
学
術
的
な
政
策
決
定
論
や
日
米
交
渉
史
に
立
ち
向
か
う
以
上
に
、
丸
山
真
男
に
よ
る
超
国
家
主

義
の
精
神
構
造
批
判
や
、「
失
敗
の
本
質
」
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
日
本
組
織
の
病
理
分
析
を
継
ぎ
な
が
ら
、
そ

れ
を
生
身
の
人
間
に
よ
る
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
が
本
書
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

市
井
の
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
で
あ
る
永
井
荷
風
の
日
記
、
中
国
大
陸
を
転
戦
す
る
兵
士
Ｕ
の
想
（
お
も
）
い
、

国
際
的
文
脈
か
ら
日
本
の
針
路
を
見
据
え
る
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
と
協
力
者
尾
崎
秀
実
ら
の
認
識
な
ど
を
後

景
に
示
し
つ
つ
、
破
局
に
向
か
う
時
代
の
日
本
人
の
心
の
情
景
と
精
神
の
あ
り
よ
う
を
描
き
出
す
ま
れ
な

作
品
で
あ
る
。【
評
・
五
百
旗
頭
真
】 

 

◇
長
年
の
「
な
ぜ
」
に
答
え
た 

 

 
 

本
書
は
元
々
、
ア
メ
リ
カ
の
一
般
読
者
に
向
け
て
「
日
本
側
か
ら
見
た
真
珠
湾
」
と
い
う
切
り
口
で
書

い
た
も
の
で
す
。
先
達
の
優
れ
た
研
究
が
数
多
く
あ
る
分
野
を
扱
っ
て
い
る
だ
け
に
、
日
本
で
の
出
版
に

意
義
が
あ
る
の
か
迷
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
、
日
本
国
内
で
も
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

学
生
時
代
か
ら
続
く
自
分
自
身
の
興
味
の
終
着
点
で
あ
り
、
出
発
点
と
も
言
え
る
作
品
で
す
。
な
ぜ
日

本
は
む
ち
ゃ
な
戦
争
を
し
た
の
だ
ろ
う
、
そ
し
て
そ
の
「
な
ぜ
」
を
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
わ
か
り
や
す

く
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
問
題
は
、
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
頭
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
時
間
は
か
か

り
ま
し
た
が
、
自
分
な
り
の
精
い
っ
ぱ
い
の
答
え
が
形
に
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。 



 

 

 
「
日
米
開
戦
は
軍
部
の
独
走
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
」「
日
本
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
追
い
込
ま
れ
、
戦
争

は
や
む
を
え
な
い
究
極
の
選
択
だ
っ
た
」
と
い
う
認
識
が
、
一
般
的
に
日
本
の
社
会
に
共
存
し
て
い
る
の

が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
解
釈
は
「
一
億
総
ざ
ん
げ
」
な
ら
ぬ
「
一
億
総
無
罪
」
と

い
う
考
え
に
値
す
る
危
険
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

作
戦
を
綿
密
に
練
り
、
秘
密
裏
に
艦
隊
を
移
動
さ
せ
自
ら
開
戦
行
動
を
と
る
と
い
う
決
断
は
、
国
家
自

身
の
積
極
的
な
開
戦
の
選
択
で
、
敵
国
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
本
で
強
調
し

た
か
っ
た
の
は
、
日
本
が
始
め
た
戦
争
は
ほ
ぼ
勝
ち
目
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
指
導
者
た
ち
も
お

お
む
ね
正
し
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
開
戦
決
意
は
熟
考
さ
れ
た
軍
部
の
侵
略
的
構
想
に
沿
っ
て
描
か
れ

た
直
線
道
路
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
と
は
意
識
せ
ず
、
日
本
は
い
く
つ
か
の
対
米
外

交
緊
張
緩
和
の
機
会
を
逃
し
、
外
交
的
選
択
肢
を
狭
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
成
れ
の
果
て
の
対
米
開
戦

決
意
は
、「
万
が
一
の
勝
利
」
を
期
待
す
る
ば
く
ち
打
ち
的
妄
想
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
ま
し
た
。（
談
・

堀
田
江
理
氏
） 

  

特
別
賞 

「
中
国
経
済
学
入
門
」 

加
藤
弘
之
氏
（
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
） 

 ◇
か
と
う
・
ひ
ろ
ゆ
き 

１
９
５
５
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
大
阪
外
国
語
大
学
卒
業
。
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
後
期
課
程

退
学
。
同
大
助
教
授
な
ど
を
経
て
教
授
。
今
年
８
月
３０
日
に
逝
去
。
主
な
著
書
に
「
『
曖
昧
な
制
度
』
と
し

て
の
中
国
型
資
本
主
義
」（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
な
ど
。 

 

 
 

 

 

 
 



 

 

 

◇
曖
昧
な
制
度
、
功
罪
を
解
説 

  

現
代
中
国
を
い
か
に
理
解
し
、
説
明
す
る
か
。
旧
ソ
連
、
東
欧
と
異
な
り
、
市
場
化
を
進
め
て
き
た
中

国
が
３５
年
の
長
き
を
超
え
て
高
度
成
長
を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
。
研
究
者
を
悩
ま

せ
る
難
問
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
中
国
に
関
す
る
情
報
や
デ
ー
タ
が
増
大
し
た
こ
と
も
あ
り
、
計
量
経
済

学
な
ど
の
新
し
い
手
法
を
使
う
分
析
も
増
え
て
き
た
。
し
か
し
著
者
は
、「
中
国
的
な
る
も
の
」
に
徹
底
し

て
こ
だ
わ
る
。
優
れ
た
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
原
因
を
、
長
い
歴
史
的
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
建
国
か

ら
３０
年
に
わ
た
っ
た
集
権
的
社
会
主
義
を
乗
り
越
え
て
形
成
し
て
き
た
独
自
の
経
済
シ
ス
テ
ム
の
優
位
性

に
求
め
る
。 

 

例
え
ば
、
伝
統
的
な
制
度
で
あ
る
「
包
」。
こ
れ
は
請
負
の
総
称
で
、
「
指
定
し
た
内
容
の
完
成
を
担
保

す
る
な
ら
、
あ
と
は
あ
な
た
の
自
由
に
し
て
よ
い
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
農
家
と
村
の
間
の
、
あ
る
い
は

上
級
政
府
と
下
級
政
府
の
間
の
請
負
は
、
文
革
後
の
中
国
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
農
村
の
土
地
の
集
団
所
有
を
基
礎
と
し
た
土
地
株
式
合
作
社
や
、
競
争
力
を
有
す
る
混
合
所
有
企

業
、
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
の
模
倣
を
前
提
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
な
ど
を
著
者
は
取
り
上
げ
、

こ
う
し
た
「
曖
昧
な
制
度
」
が
変
化
を
起
こ
し
つ
つ
も
頑
強
に
生
き
残
り
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

ま
た
腐
敗
や
格
差
と
い
っ
た
、「
曖
昧
な
制
度
」
が
引
き
起
こ
し
た
問
題
点
も
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
。 

 

中
国
に
特
徴
的
な
諸
々
の
制
度
を
「
曖
昧
さ
」
と
い
う
言
葉
で
括
る
こ
と
に
は
異
論
も
あ
り
え
よ
う
。

だ
が
、
具
体
的
な
制
度
に
つ
い
て
の
著
者
の
解
説
は
堅
実
な
実
証
研
究
に
支
え
ら
れ
、
興
味
深
い
。
著
者

が
目
指
し
た
の
は
、
中
国
の
経
験
と
い
う
実
践
の
検
証
に
よ
っ
て
、
経
済
学
の
新
た
な
理
論
的
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
志
に
大
い
に
共
感
す
る
地
域
研
究
者
は
評
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
著
者
、

畏
友
加
藤
弘
之
は
、
６０
歳
の
若
さ
で
本
年
８
月
に
死
去
し
た
。
本
書
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
若
き
中
国
研
究

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
胸
に
沁
み
る
。【
評
・
高
原
明
生
】 

  


